
シニアの生活実態 
とＩＣＴ利用

第8章

第1節   ICT端末所有概況
端末所有状況、スマートフォン所有のきっかけ、相談相手、
調べ方

第2節   コミュニケーションとICTサービス利用
連絡手段、ICTサービス利用率

第3節   シニアの生活の実態とICT利用
日々の活動実施率、利用する店舗、インターネットショッピ
ング利用、スマホへの態度・距離感、就業

※本章では、調査対象を60代、70代としている。
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●スマートフォン所有率は60代で約9割、70代で7割と拡大（資料
8-3）。

●スマートフォン所有のきっかけは、女性は「家族のすすめ」、男性
は「周囲にスマホを持っている人が増えた」が最も高い。「フィー
チャーフォンが使えなくなると聞いた」は、男女ともに約2割程度

（資料8-5）。

●スマートフォンを使いこなすための相談相手は、所有歴によらず、
「購入店で教えてもらった」が最も多い（資料8-8）。

ICT端末所有概況
端末所有状況、スマートフォン所有のきっかけ、 

相談相手、調べ方

第1節
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注：「タブレット」「パソコン」は家族で共有で所有している機器も含む。
出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

0% 20%10% 40%30% 80% 90% 100%60% 70%50%

■ 60代(n＝341) ■ 70代(n＝367)

いずれかを所有

パソコン

タブレット

スマートフォン

フィーチャーフォン 8.88.8

90.990.9

23.523.5

62.562.5

98.298.2

22.122.1

70.070.0

12.212.2

44.044.0

92.992.9

ICT端末所有状況［年代別］（複数回数）

●9割以上の60～70代がいずれかのICT端末を所有。
●スマートフォン所有率は、60代が約9割、70代が7割。

資料8-1

注：「パソコン」「タブレット」は家族で共有して保有している機器も含む。
出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

男性70代(n=171)

0% 20% 40% 60% 80% 100%10% 30% 50% 70% 90%

■ フィーチャーフォン
■ スマートフォン
■ スマートフォンとパソコン
■ その他

■ フィーチャーフォンとパソコン
■ スマートフォンとタブレット
■ スマートフォンとタブレットとパソコン
■ すべて未所有

女性60代(n=170)

女性70代(n=196)

男性60代(n=171)2.32.3

20.420.4

3.53.5

3.13.1

19.919.9

30.630.6

5.35.3

4.14.1

4.64.6

41.541.5

25.525.5

21.621.6

6.66.6

2.32.33.53.5

1.01.0
8.28.2

4.14.1
1.81.8 34.734.7 35.335.3 15.915.9 2.92.9 1.21.2

28.128.19.99.9 5.85.8 1.21.2 30.430.4 11.711.7 7.07.0 5.85.8

所有しているICT端末の組み合わせ［性年代別］（単一回答）

●男性は「スマートフォンとパソコン」の組み合わせが最も多い。
●70代女性は「スマートフォン」のみの層が最も多い。

資料8-2
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70%

100%

0%

20%

40%

60%

80%

90%

10%

30%

50%

70%

100%

スマートフォン■ 未所有 フィーチャーフォン

スマートフォン■ 未所有 フィーチャーフォン

2015年
(n=224)

2018年
(n=225)

2019年
(n=233)

2020年
(n=227)

2021年
(n=258)

2022年
(n=368)

2016年 2017年

2015年
(n=283)

2018年
(n=285)

2019年
(n=275)

2020年
(n=246)

2021年
(n=250)

2022年
(n=341)

2016年 2017年

60代

70代

19.219.2

25.825.8

40.840.8
48.048.0

62.062.0

70.070.071.971.9

55.655.6

39.539.5
35.035.0

25.625.6
22.122.1

20.020.0

19.719.7 18.018.0
12.812.8

8.78.7
12.912.9

12.712.7
6.76.7 4.74.7 4.04.0 2.82.8 2.12.1

33.233.2

51.951.9

68.068.0 69.069.0

79.679.6

90.990.9

66.466.4

46.346.3
28.728.7 27.027.0

18.818.8

8.88.8

注1：2016年、2017年は調査未実施。
注2：2015年の「スマートフォン」はタブレット所有を含めて集計。
注3：2018年は家族で共有して所有している端末を含み集計。
出所：2015年シニアの生活実態調査（訪問留置）
　　　2018～2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

●スマートフォン所有率は60代で約9割、70代で7割と拡大。

スマホ・ケータイ所有率の年次推移［年代別］（複数回答）資料8-3



227

シ
ニ
ア
の
生
活
実
態
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用

第
第
第

注：「パソコン」は家族と共有して所有しているものを含む。
出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

0% 10% 20% 30% 40% 60% 70% 80% 90% 100%50%

■ タブレット■ パソコン■ スマートフォン■ フィーチャーフォン

無職(n=195）

専業主夫・主婦(n=167）

パート・アルバイト（n=126）

自営業(n=114）

正規社員(n=105）

10.510.5

10.510.5

11.911.9

20.420.4

20.020.0

91.491.4

85.185.1

86.586.5

76.076.0

70.870.8

66.766.7

54.454.4

53.553.5

43.143.1

52.852.8

28.628.6

21.121.1

17.317.3

13.213.2

13.813.8

●スマホ所有は就業者が9割程度と高い。
●パソコン所有は正規社員のみ6割を超えた。

ICT端末所有状況［就業状況別］資料8-4
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注1：スマートフォン所有者が回答。
出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

0% 10% 20% 30% 40% 60%50%

■ 女性(n=266）■ 男性(n=260）

価格が安い

なんとなく

販売員からのすすめ

仕事で必要

友人からのすすめ

フィーチャーフォンが
使えなくなった

フィーチャーフォンが
使えなくなると聞いた

使いたい機能・
アプリがあった

周囲にスマホを
持っている人が増えた

家族のすすめ 30.030.0

35.035.0

31.531.5

16.516.5

11.211.2

8.88.8

19.219.2

8.18.1

10.810.8

5.05.0

53.053.0

33.833.8

28.928.9

17.717.7

11.711.7

10.910.9

9.49.4

4.14.1

3.83.8

3.43.4

●�所有きっかけは、女性は「家族のすすめ」か最も高く、次いで「周囲にスマホを
持っている人が増えた」。男性は、「周囲にスマホを持っている人が増えた」が
最も高く、次いで「使いたい機能・アプリがあった」「家族のすすめ」が同程度で
高い。
●「フィーチャーフォンが使えなくなると聞いた」は、男女ともに約2割。

スマートフォンを所有したきっかけ［性別］（複数回答）資料8-5
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注1：スマートフォン所有者が回答。
出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

0% 10% 20% 30% 40% 60%50%

■ 7年未満(n=234） ■ 7年以上(n=190）

価格が安い

なんとなく

販売員からのすすめ

仕事で必要

友人からのすすめ

フィーチャーフォンが
使えなくなった

フィーチャーフォンが
使えなくなると聞いた

使いたい機能・
アプリがあった

周囲にスマホを
持っている人が増えた

家族のすすめ

■ 2年未満(n=62）

46.846.8

24.224.2

11.311.3

41.941.9

16.116.1

9.79.7

8.18.1

6.56.5

6.56.5

6.56.5

45.745.7

39.339.3

24.824.8

20.120.1

13.213.2

12.412.4

9.09.0

5.15.1

6.06.0

5.15.1

34.234.2

32.132.1

46.346.3

6.86.8

8.48.4

7.47.4

22.622.6

6.36.3

7.97.9

3.23.2

●�「スマホ所有歴2年未満」のグループでは、「家族のすすめ」に次いで、「フィー
チャーフォンが使えなくなると聞いた」が高い傾向。
●�「スマホ所有歴2年～7年未満」のグループでは、「家族のすすめ」と「周囲にス
マホを持っている人が増えた」が高い傾向。
●�「スマホ所有歴7年以上」のグループでは、他のグループと比べ「使いたい機
能・アプリがあった」が高い傾向。

スマートフォンを所有したきっかけ［スマホ所有歴別］
（複数回答）

資料8-6
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注：スマートフォン所有者が回答。
出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

■ 女性(n=203）■ 男性(n=207）

何もせず諦めた

上記の方法ではなく、手探りのみで覚えた

インターネットで調べた

取扱説明書／参考書を読んだ

携帯会社のコールセンターに聞いた

購入店で教えてもらった

知人・友人に教えてもらった

配偶者に教えてもらった

（別居している）子どもに教えてもらった

（同居している）子どもに教えてもらった
28.128.1

22.222.2

20.020.0

28.528.5

40.040.0

8.98.9

33.733.7

22.222.2

3.03.0

0.40.4

41.541.5

38.538.5

17.517.5

25.825.8

42.542.5

6.56.5

18.518.5

9.59.5

2.22.2

0.00.0

●男女ともに、「購入店で教えてもらった」が最も高い。
●�女性は、「同居・別居の子どもに教えてもらった」、男性は「取扱説明書／参考書
を読んだ」が次いで高い。

スマートフォンを使いこなすための相談相手［性別］ 
（複数回答）

資料8-7
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注：スマートフォン所有者が回答。
出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

上記の方法ではなく、手探りのみで覚えた

インターネットで調べた

取扱説明書／参考書を読んだ

携帯会社のコールセンターに聞いた

購入店で教えてもらった

知人／友人に教えてもらった

配偶者に教えてもらった

（別居している）子どもに教えてもらった

■ 7年未満(n=211） ■ 7年以上(n=207）■ 2年未満(n=192）

（同居している）子どもに教えてもらった

何もせず諦めた

3838

2727

2424

2424

3838

2525

55

66

55

00

3737

3636

2828

2121

4545

2424

99

1010

11

00

3232

2626

2929

1212

4040

3232

66

2626

33

11

●�全グループで、「購入店で教えてもらった」が最も多いが、「スマホ所有歴2年
未満」のグループは、「同居している子どもに教えてもらった」が同率で高い。
●�「スマホ所有歴2年～7年未満」のグループでは、「同居・別居の子どもに教えて
もらった」が次いで高い傾向。
●�「スマホ所有歴7年以上」のグループでは、「同居の子どもに教えてもらった」
と「携帯会社のコールセンターに聞いた」が次いで高く、また「インターネット
で調べた」が、他のグループに比べて高い傾向。

スマートフォンを使いこなすための相談相手［スマホ所有歴
別］（複数回答）

資料8-8
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●60代が別居家族・親族・友人へ連絡する際には「LINEでのメッセー
ジ」が最も多く使われ、70代は「携帯電話での通話」が多用されて
いる（資料8-9）。

●別居家族との連絡手段では、60代は、「LINEでのメッセージ」が
「携帯電話での通話」を上回り最も多い連絡手段に。70代では近年
横ばいとなっていた「携帯電話の通話」が、約10ポイント上昇し、
最も多い連絡手段に（資料8-10、資料8-11）。

●ICTサービス利用は60～70代では「災害情報」の利用率が他世代
と比べて高い傾向（資料3-1、資料8-12）。

コミュニケーションとICTサービス利用
連絡手段、ICTサービス利用率

第2節
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出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

60代

70代

■ LINEでのメッセージ ■ 携帯電話でのメール ■ パソコンを用いたメール
■ 固定電話での通話 ■ 携帯電話での通話 ■ ビデオ通話
■ 直接会って伝える

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同居の家族(n=306）

友人(n=320）

仕事関係者(n=236）

近隣の人々(n=247）

同居の家族(n=310）

友人(n=336）

仕事の関係者(n=158）

近隣の人々(n=306）

別居の家族・親族(n=313）

別居の家族・親族(n=339）

18.618.6

50.250.2

49.149.1

17.817.8

9.79.7

10.610.6

24.524.5

24.124.1

13.313.3

4.94.9

2.32.3

5.15.1

9.79.7

11.911.9

2.02.0

4.84.8

11.211.2

14.614.6

13.313.3

3.63.6

0.30.3

1.31.3

1.91.9

8.18.1

0.40.4

0.30.3

0.90.9

2.72.7

7.07.0

0.30.3

2.92.9

6.16.1

4.74.7

10.210.2

10.110.1

7.17.1

20.120.1

17.617.6

26.626.6

19.619.6

19.019.0

25.625.6

28.128.1

32.632.6

13.013.0

14.514.5

32.232.2

30.430.4

27.227.2

11.811.8

0.00.0

2.22.2

0.00.0

0.00.0

0.00.0

0.00.0

0.60.6

0.60.6

0.60.6

0.00.0

56.956.9

9.69.6

6.66.6

19.519.5

64.864.8

62.662.6

10.610.6

10.110.1

12.012.0

59.859.8

●�60代が別居家族・親族、友人へ連絡する際には「LINEでのメッセージ」が最も
多く使われている。
●�60代は「固定電話での通話」は少ないが、70代は「固定電話での通話」も比較的
多く使われている。
●�60代、70代ともに、「携帯電話での通話」は「固定電話での通話」より比較的多
く使われている。

最も多く使う連絡手段［連絡相手別・年代別］（単一回答）資料8-9
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0%

10%

20%

30%

40%

50%

80%

70%

60%

2022年
(n=337)

2015年
(n=268)

2016年 2017年
(n=240)

2018年
(n=273)

2019年
(n=255)

2020年
(n=242)

2021年
(n=229)

66

2323

2929

4242

5151
5757

6464

4242 4141

3737
3535

2929

2121

1010

1515

33 33 44 33 22
44

5151

4646

4747

3737

3232

2222 2222

7272

4747

5656 5656 5757
5858

5656

2525 2626
2828

3333

3535 3636 3636

携帯電話での通話
携帯電話を用いたメールLINEでのメッセージ

固定電話での通話
ビデオ通話

パソコンを用いたメール
直接会って伝える

●「LINEでのメッセージ」が「携帯電話での通話」を上回り最も多い連絡手段に。
●「ビデオ通話」での連絡手段が増加傾向。

別居家族との連絡手段の年次推移［60代］（複数回答）資料8-10

注1：�2015年の「LINEでのメッセージ」は、「SNS（Facebook,LINEなど）」という文言で調
査している。

注2：2016年は調査未実施。
注3：「ビデオ通話」は2021年から調査開始。
出所：2015年シニアの生活実態調査（訪問留置）
　　　2017年-2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）
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注1：�2015年の「LINEでのメッセージ」は、「SNS（Facebook,LINEなど）」という文言で調
査をしている。

注2：2016年は調査未実施。
注3：ビデオ通話は2021年から調査開始
出所：2015年シニアの生活実態調査（訪問留置）
　　　2017年-2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

80%

70%

60%

2022年
(n=366)

2015年
(n=224)

2016年 2017年
(n=198)

2018年
(n=212)

2019年
(n=220)

2020年
(n=224)

2021年
(n=236)

22

77 88

2020

2525

3636

4040

3131

3737 3636

3232

2929

2929

55 55 44 44 33 44

7272

6767
6969

6262

5050
4646

5656

3838

4242

4747 4747

4646

5555

2525
2222

3131 3636

4242

3333
3535

77 66

3939

携帯電話での通話
携帯電話を用いたメールLINEでのメッセージ

固定電話での通話
ビデオ通話

パソコンを用いたメール
直接会って伝える

●�60代同様、70代においても「LINEでのメッセージ」の割合が伸び、「固定電話
での通話」と同率に。
●近年横ばいとなっていた「携帯電話での通話」が約10ポイント上昇し、最も多
い連絡手段に。

別居家族との連絡手段の年次推移［70代］（複数回答）資料8-11
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0% 10% 20% 30% 40% 60% 90%50% 70% 80%

■ 70代(n=363)■ 60代(n=339)

仕事紹介

電子書籍

投資

健康アドバイス

アプリ／ Webゲーム

テレビ／ネット通販

動画／音楽視聴

SNS発信／更新

災害情報

乗換案内・
ナビゲーション 

電子メール

情報の検索 84.484.4

76.776.7

77.377.3

67.867.8

51.651.6

47.547.5

44.044.0

24.524.5

13.913.9

12.412.4

10.910.9

4.44.4

57.357.3

56.756.7

45.545.5

50.450.4

25.325.3

19.819.8

22.622.6

8.88.8

8.88.8

4.74.7

0.60.6

0.30.3

●�「情報検索」「電子メール」「乗換案内・ナビゲーション」の利用率が60代では約
8割と最も高い。
●70代では、「情報検索」「電子メール」が約6割と最も高い。
●�60代、70代ともに「災害情報」の利用率は上記に次いで高く、60代は約7割、70
代は約5割が利用。

ICTサービスの利用率（複数回答）資料8-12

出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）
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出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

LINE

Twitter

Facebook

Instagram

■ 1日1回以上　　■ 週に1～ 6回　　■ 週に1回未満　　■ 月１回未満・全く使わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60代(n=339)

70代(n=354)

60代(n=330)

70代(n=342)

60代(n=331)

70代(n=342)

60代(n=334)

70代(n=345)

61.461.4 12.712.7 4.74.7 21.221.2

32.832.8 13.613.6 8.28.2 45.545.5

5.55.5
3.03.0
3.63.6

87.987.9

1.51.5

1.81.8

1.51.5

95.395.3

7.37.3 3.93.9
3.63.6

85.285.2

3.53.5

1.51.5
3.83.8 91.291.2

9.39.3 2.12.13.93.9 84.784.7

1.41.4

0.90.9

2.02.0 95.795.7

●「LINE」は60代では約7割、70代では約5割が「週に1回以上利用」。
●�「LINE」以外のSNSは、「週に1回未満・全く使わない」が60代では9割近く、70
代では9割以上で、シニアの利用率は高くない実態がうかがえる。

SNSの利用率（複数回答）資料8-13
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●日々の活動が活発なシニアほどスマホ所有率が高い（資料8-17）。

●月 1 回以上インターネットで買い物をしているという割合は、3
割程度（資料8-18）。

●スマホ・ケータイを利用し人とのつながりの変化を感じている人
は女性が多い（資料8-21）。

●スマホを所有している人の9割を超える人は便利と感じている一
方、「操作が難しい」も7割程度と高い（資料8-22）。

●現在仕事はしていないが、今後仕事に意欲がある人は「スマホ」「タ
ブレット」「パソコン」の所有が高い（資料8-25）。

シニアの生活の実態とICT利用
日々の活動実施率、利用する店舗、インターネット
ショッピング利用、スマホへの態度・距離感、就業

第3節
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0%

10%

20%

30%

40%

50%

70%

60%

2022年2015年 2018年 2019年 2020年 2021年

地域活動への参加
教室（身体）への参加 仲間との交流

奉仕活動への参加 教室（教養）への参加
家族との交流

3636

4040

4747

4343

3939

3535

2525
2222

2929 2929

2424

2121

1919 2020

2424

2424

2020 1717

2222

2727
2929

2626

2222

2222

6262

5353

6363 6464

5252 5151

5656

6464 6565 6666

5858
5555

注：2016年、2017年は調査未実施。
出所：2015年シニアの生活実態調査（訪問留置）
　　　2018年-2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

●コロナ禍の影響もあり、2年連続低下傾向。

日々の活動実施率の年次推移（単一回答）資料8-14
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●�日々の活動の回答をもとに、シニアをグループ分けすると、すべての活動に積
極的な「積極派」、地域活動と人との交流と教室活動が盛んな「地域で活躍」、人
との交流と教室活動が盛んな「教室でいきいき」、人との交流が盛んな「仲間家
族中心」、すべての活動に消極的な「消極派」に分けることができた。

資料8-15 日々の活動の回答傾向によるグループ分け（単一回答）

出所：2021年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

グループ 積極派 地域で
活躍

教室で
いきいき

仲間家族
中心 消極派

日々の
活動

地域活動 〇 〇 × × ×

カルチャー教室 〇 × 〇 × ×

人との交流 〇 〇 〇 〇 ×
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●「積極派」は女性の割合が高く、経済的ゆとりがあり、有職率はやや低い。
●「教室でいきいき」は女性の割合が高く、経済的ゆとりが高い、有職率は低い。
●「地域で活躍」は有職者がやや高い。
●「仲間家族中心」は60代男性がやや多く、経済的ゆとりがあり、有職率が高い。
●「消極派」は男性の割合がやや多く、経済的ゆとりが低い。

日々の活動グループの特性（単一回答）資料8-16

グループ 積極派 教室で
いきいき

地域で
活躍

仲間家族
中心 消極派 平均

構成比 8％ 8％ 22％ 25％ 36％ ー

60 代 :70 代 45:55 45:55 46:54 56:44 45:55 48:52

男性 : 女性 31:69 16:84 49:51 57:43 53:47 48:52

経済的
ゆとりがある 66％ 66％ 55％ 68％ 46％ 57％

時間的
ゆとりがある 79％ 83％ 80％ 82％ 81％ 81％

有職率 41％ 36％ 55％ 60％ 43％ 49％

出所：2021年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）
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資料0-00

出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

0% 10% 20% 30% 40% 60%50% 70% 80% 100%90%

■ スマートフォン■ フィーチャーフォン ■ 未所有

平均(n=701）

消極派(n=255）

仲間家族中心(n=176）

地域で活躍(n=155）

教室でいきいき(n=58）

積極派(n=57）
77

1616

1616

1212

2020

1616

9191

8484

8181

8888

7171

8080

22

00

55

33

1010

66

●�スマートフォン所有率は日々の活動が「積極派」が最も高く9割を超える。一
方、「消極派」は7割と、他のグループと比べ低い。
●�「教室でいきいき」「地域で活躍」「消極派」はフィーチャーフォンの所有率が2
割程度ある。

日々の活動グループ別スマホ・ケータイ所有資料8-17



243

シ
ニ
ア
の
生
活
実
態
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用

第
第
第

資料0-00

出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

■ ほぼ毎日 ■ 週に2～ 3日 ■ 週1回程度
■ 月1回程度 ■ ほとんど利用していない・利用していない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

インターネット
ショッピング

テレビショッピング

宅配
（生協・農協など）

スーパー・商店・
コンビニ 22.622.6

0.10.1

0.00.0

0.30.3

46.146.1

2.02.0

0.10.1

0.60.6

24.324.3

18.818.8

0.90.9

4.04.0

4.74.7

8.98.9

11.211.2

25.025.0

2.42.4

70.170.1

87.887.8

70.270.2

●�週1回以上の日常の買い物は、「スーパー・商店・コンビニ」などの実店舗の利
用が、9割を超えている。
●「インターネットショッピング」の割合は、約3割。

利用する店舗と頻度［利用形態別］資料8-18
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資料0-00

注：「インターネットで買い物をしている割合」は、月1回以上している回答の合計。
出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

男性60代

女性60代

女性70代

男性70代

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

スーパー・商店・コンビニ

宅配（生協・農協など）

テレビショッピング

インターネットショッピング

スーパー・商店・コンビニ

宅配（生協・農協など）

テレビショッピング

インターネットショッピング

スーパー・商店・コンビニ

宅配（生協・農協など）

テレビショッピング

インターネットショッピング

スーパー・商店・コンビニ

宅配（生協・農協など）

テレビショッピング

インターネットショッピング

99.499.4

37.637.6

13.613.6

35.935.9

98.598.5

33.533.5

17.517.5

15.515.5

96.596.5

23.423.4

6.46.4

45.645.6

95.995.9

24.624.6

10.510.5

24.024.0

●�「インターネットショッピング」は60代男性が比較的多く利用（46%）。
●�「宅配（生協、農協など）」は60代女性・70代女性が比較的多く、3割半ば。

利用する店舗と頻度［性年代別］資料8-19
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資料0-00

出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

経済的ゆとり

時間的ゆとり

2323

3333

3333

3535

3131

2424

3232

2424

0% 10% 20% 30%5% 25%15% 35%

ゆとりがある

多少ゆとりがある

あまりゆとりがない

ゆとりがない

ゆとりがある

多少ゆとりがある

あまりゆとりがない

ゆとりがない

インターネットショッピング利用と経済的・時間的ゆとり
の関係（単一回答）

●�経済的ゆとりがあり、時間的ゆとりがない層がインターネットショッピング
をより利用している。

資料8-20
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●女性の方が人とのつながりの変化をより強く実感している。
●人との交流が増えた項目が高く、女性は5割程度、男性でも3割を超えている。

知人・友人との交流が増えた

家族との交流が増えた

旧友との交流が復活

交際範囲が広がった

意外な側面がわかった

新しい友だちができた

家族の間で知らないことが増えた

悪影響があった

0% 10% 20% 30% 40% 60%50%

■ 女性(n=337）■ 男性(n=321）

37.437.4

31.731.7

22.422.4

20.620.6

15.015.0

15.015.0

4.14.1

3.13.1

48.748.7

46.446.4

31.331.3

20.820.8

22.622.6

16.716.7

7.77.7

3.33.3

スマホ・ケータイを利用しての人とのつながりの変化［性別］
（単一回答）

資料8-21

注：スマートフォン・ケータイを所有している人（n=658）が対象。
出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）
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資料0-00

注：スマートフォンを持っている人（n=570）が対象。
出所：2021年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

自分のスマホを話題にしたくなる

持っていることで、優越感を感じる

持っていたり利用したりすると
見栄えがする

新製品が発売される情報は気になる

電話・メールさえできれば
他の機能は必要ない

操作が難しいと感じる

常に身の回りにないと困る

毎月の費用が高いと感じる

持っていることが便利と感じる

20％0％ 60％ 80％40％ 100％

■ そう思う　　 ■ まあそう思う　　 ■ あまりそう思わない　　 ■ そう思わない

50.750.7

30.430.4

28.128.1

23.823.8

15.215.2

3.23.2

2.32.3

1.11.1

0.70.7

40.240.2

36.936.9

39.139.1

43.943.9

24.824.8

11.911.9

9.19.1

5.85.8

3.03.0

4.44.4

22.222.2

19.319.3

21.721.7

32.832.8

31.231.2

31.231.2

32.932.9

28.228.2

4.74.7

10.510.5

13.513.5

10.710.7

27.227.2

53.853.8

57.457.4

60.260.2

68.168.1

●9割を超えるシニアが「持っていると便利」と感じている。
●7割程度のシニアが「操作が難しい」と感じている。

スマホを所有している人のスマホへの態度・距離感（単一回答）資料8-22
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注：スマートフォンを持っていない人（n=120）が対象。
出所：2021年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

20％0％ 60％ 80％40％ 100％

■ そう思う　　 ■ まあそう思う　　 ■ あまりそう思わない　　 ■ そう思わない

持っていないことで引け目に感じる

持っていたり利用したりすると
見栄えがすると感じる

新製品が発売される情報は気になる

スマホのことを話題にする

持っていなくて困ったことがある

持っていることが便利そうだと感じる

電話・メールさえできれば十分

毎月の費用が高そうと思う

操作が難しそうと思う 47.547.5

46.746.7

42.542.5

12.512.5

3.33.3

0.80.8

0.80.8

0.00.0

0.00.0

28.328.3

30.830.8

24.224.2

40.840.8

10.810.8

5.85.8

3.33.3

6.66.6

4.24.2

8.38.3

8.38.3

18.318.3

14.214.2

20.820.8

23.323.3

15.815.8

24.824.8

20.820.8

15.815.8

14.214.2

15.015.0

32.532.5

65.065.0

70.070.0

80.080.0

68.668.6

75.075.0

●スマホを持っていないシニアの5割超が「便利そう」と感じている。

スマホを所有していない人のスマホへの態度・距離感
（単一回答）

資料8-23
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出所：2022年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

0%

20%

10%

40%

60%

30%

50%

70%

80%

90%

男性（n=342） 女性（n=367）

70代前半 70代後半60代後半60代前半

85.785.7

66.766.7

49.549.5

45.145.1

67.967.9

37.137.1

27.527.5

19.319.3

●男性は70代になっても4割を超える人が就業している。
●�女性は60代前半は7割程度就業しているが、60代後半となると大きく下がり
4割を下回る。

有職率［性年代別］（単一回答）資料8-24
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注1：現在、主婦・主夫、無職の人が対象。
注2：「パソコン」「タブレット」は家族で共有して保有している機器も含む。
出所：2021年一般向けモバイル動向調査（訪問留置）

0% 10% 20% 30% 40% 90%80%60% 70%50%

■ 今後仕事への意欲がある(n=52）　　　　　　■ 今後仕事への意欲はない(n=309）

パソコン

タブレット

フィーチャーフォン

スマートフォン
78.878.8

19.219.2

28.828.8

55.855.8

72.572.5

20.120.1

12.912.9

46.946.9

●意欲がある人は「スマホ」「タブレット」「パソコン」の所有率がやや高い。

今後への仕事の意欲とICT所有（単一回答）資料8-25


